
　

―
―
　　

作
家
と
お
昼
ご
飯
を
ご
一
緒
し
な
が
ら
、
創
作
の
舞
台
裏
に

つ
い
て
お
聞
き
す
る
と
い
う
企
画
の
二
回
目
。
本
日
（
二
〇
二
二
、

一
一
、
一
六
）
は
、
詩
人
・
絵
詞
（
え
こ
と
ば
）
作
家
の
内
田
麟
太

郎
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
ラ
ン
チ
は
、
東
京
、
Ｊ
Ｒ
立
川
駅
の
駅
ナ
カ
で
お
弁
当
を

買
い
、
歩
い
て
国
営
昭
和
記
念
公
園
へ
。
天
気
は
快
晴
。
公
園
内
は

紅
葉
が
美
し
く
、
遠
足
に
来
た
気
分
で
す
。
初
冬
に
も
か
か
わ
ら
ず

ぽ
か
ぽ
か
と
暖
か
い
日
で
、
内
田
さ
ん
お
す
す
め
の
、
お
さ
か
な
処 

築
地 

奈
可
嶋
の
「
ふ
わ
と
ろ
穴
子
鮨
」
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
広

場
に
座
っ
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。
あ
っ
、
こ
の
穴
子
、
お
い
し
い
。

こ
の
お
弁
当
は
よ
く
買
わ
れ
る
ん
で
す
か
。

内
田
　
立
川
で
打
ち
合
わ
せ
が
多
い
か
ら
ね
。
帰
り
に
買
っ
て
家
で

食
べ
ま
す
。

　

―
―
　　

昭
和
記
念
公
園
に
は
よ
く
来
ら
れ
る
ん
で
す
か
。

内
田
　
今
は
年
に
二
回
ぐ
ら
い
か
な
。
奥
さ
ん
と
。
孫
が
小
学
生
の

時
は
ね
、
月
に
一
、
二
回
は
来
て
た
け
ど
。

児
童
文
学
作
家
に
な
っ
た
き
っ
か
け

　

―
―
　　

内
田
さ
ん
は
一
九
七
七
年
、
三
六
歳
の
時
、
駅
で
看
板
作
業

中
に
は
し
ご
ご
と
転
倒
さ
れ
、
腰
椎
圧
迫
骨
折
の
大
け
が
を
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
が
。

内
田
　
見
て
た
の
？

　

―
―
　　

い
え
、
見
て
ま
せ
ん
（
笑
）。
そ
れ
で
、
看
板
職
人
と
し
て
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